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３月 21日、脱原発を訴える「いのちを守れ くらしを守れ フクシマと共に！ さようなら原発全国集会」が東

京都渋谷区の代々木公園で開催された。 

当日は春雪が降りしきる悪天候にもかかわらず、12,000名（主催者発表）の労働者、市民が結集し、ＪＲ総連

は 150名が参加した。 

 集会は「さようなら原発」１千万署名市民の会が主催し、主催者を代表して作家の落合恵子さんは「基本的人

権を破壊する安倍政治にストップをかけ、

この時代を生きた証として抗い続けよう」

と訴えた。 

フクシマから避難した長谷川克己さん

は「子どもが生まれるとき、国や県に頼

ってもダメだ、自分で守ろうと決めた。

本当は子どもや妊婦だけでも国や県が福

島から逃がすべきではなかったのか」と

話した。閉会の挨拶でルポライターの鎌

田慧さんは「安倍首相は森友問題に昭恵

夫人が関わっているなら総理も国会議員

も辞めると言った。もう辞めたらどうだ。

安倍が止めれば原発は止まる」と力強く

訴えた。集会終了後に予定されていたデ

モ行進は、悪天候のため中止となった。 

ＪＲ総連は、子どもたちが安全で安心

して暮らせる社会を実現していくために、

すべての労働者・市民と連帯して、脱原

発と反戦・平和のたたかいを推し進めて

いく。 
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